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房 総 半 島 沖 合 で は，SSE が 1996, 2002, 2007, 2011, 
2013, 2018 年の６回起きていることが知られている1)-5)．
図１に国土地理院の GNSS 観測網により検出された地
殻変動を示す．どの SSE の発生時期にも，南東方向へ
の地殻変動が観測されている．これらの地殻変動に基づ
き推定したすべり分布を図２に示す．規模は様々である
が，すべての SSE で房総半島南東沖合にすべり域が求
まっている．2018 年の SSE の規模が最大であったこと
がわかる 5)．

図１　過去６回の房総半島沖合のSSE時の遷移変動．

図２　�過去６回のSSEのトータルの滑り分布．青丸は，プレー
ト境界の地震の震央（気象庁一元化震源より）

図３　2018年の房総半島非定常地殻変動の時系列グラフ．

４．その他の地域のスロー地震

（１）　国土地理院による観測
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図４　2018年の房総半島非定常変動のベクトル図．




